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 ＜＜Final Report について＞＞  

  

テーマ：講義内容に関連するテーマを自由に設定してください。  

タイトル：アトラクティヴなタイトルを付けてください。 

形式： 

１問題設定（一つの疑問文で表現すること）   

 例えば、「どのような意味で、問いは答えの半製品であるのか？」 

「私たちは問いによってどのようにして、世界にコミットするのか？」 

「記述的記号と指令的記号はどのようにして分かれたのか？」 

 ２ 問題の説明：問題を詳しく説明するだけでなく、その問いに答えることが、どうして重要な 

のかを、わかりやすく説得的に説明してください。 

３ 解答（解答にたどり着けないときには、途中経過の結論） 

４ 解答の証明  

 

分量：日本語の場合 6000字程度、英語の場合 ca. 2500words 

用紙：A４、日本語の場合４０字×３０行、12  point, font 自由。  

締め切り：卒業修了予定者、学部４年生以上修士２年生以上は、２０１９年２月７日（木）（必着） 

      学部２，３年生、修士１年生は、２０１９年２月 15日（金）（必着） 

提出先：入江のメイルボックス（文学部ロビー）  

    

 


